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国民生活産業・消費者団体連合会 

会  長   清 水  信 次 

 

  明けましておめでとうございます。新年を迎えるにあたり、国民生活産業・消費者団体連合

会を代表しご挨拶を申し上げます。 

 

 昨年は、過去に日本国家が大きな過ちを犯し全国民を苦境に追いやった先の大戦の敗戦から７

０年という大きな節目の年でありました。今の我が国の発展は、戦後の荒廃そして米国の占領下

の中、国民の誰もが、“この日本を一日も早く復興させ、普通の生活を取り戻したい”という強

い想いを抱きつつ、もがき苦しみながらも這い上がり、血の滲むような努力をした結果であるこ

とを忘れてはなりません。 

現在の国民生活は、衣・食・住そして医療のどれをとっても世界で最高のレベルになり、平均

寿命も世界一です。しかしながら、戦前・戦中・戦後の日本を生きてきた私から見ると、豊かに

なりすぎたせいか、若干タガが緩み人々の心は逆に貧しくなっているように思えてなりません。

戦前の日本は、物質的には貧しかったですが、生活は今と比べるとはるかに潤いがあり、親子、

友人、近隣との関係も和やかで、人間社会で生きている喜びと楽しみがありました。更に歴史を

遡ると、幕末の日本において、我が国の将来を憂う多くの志高き志士たちの行動が原動力となり、

今から 149 年前、明治維新が成し遂げられました。当時の志士たちは、己の命よりも我が国の

将来をただ一途に思い行動を起こしたのです。私たちは、日本国民が元来持つこのような生き方

や精神を再認識する必要があるのではないでしょうか。 

誰もが日本人に産まれて良かったと思える国家にするため、今こそ政官民が一体となり国家１

００年の大計を議論すべき時です。そして日本の将来を見据えるためには、世界の中の日本の立

ち位置をしっかりと考えなくてはいけません。日本は人口減少社会を迎えておりますが、世界の

人口は今や 72億人を超え増加の一途です。それに伴い、水・食糧・資源の問題や環境問題、更

には自然災害等、課題は山積しており地球的な視野で物事を考えていかなくてはいけません。大

きな変革期である今、日本人の誇るべき精神を取り戻し、この国の将来のため一致団結して困難

に果敢に挑戦していかなければなりません。 

 

 このような中、当連合会は、国民生活の安全・安定の確保と質の向上、関連企業の健全な発展

への貢献を通じて、「国民の生活・生命を守る」という使命を追求し続けるという活動指針のも

と、小さな枠に捉われることなく幅広い視野を持ち、事業者の利益ではなく生活者の利益を第一

に会員一丸となって日本社会が抱える大きな課題である、「災害対策」、「食品廃棄問題」、「エネ

ルギー問題」、「人口減少・超高齢社会への対応」という４つの課題に対し果敢に取り組みを進め

ているところです。 



   

皆様には、引き続き本年も変わらぬご支援ご協力を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げ

ますとともに、皆様のますますのご健勝とご発展を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせてい

ただきます。 
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